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大変な労力と綿密さで仕上げられた論文である。パリの国立古文書館に保管されている従来顧みられなか
った膨大な一次史料の地道な調査と、今日では忘れられた作品や練習曲、教則本を含む多数の楽譜テクスト
の検証を通して、多くの新事実を指摘し、ピアノ教育の社会的背景、制度的背景、理念的背景をふまえなが
ら、レパートリーの「古典」形成の過程を辿ることができたのは、学術的に大きな成果であり、高い評価に
あたいする。単に一つの教育機関の特定の科の歴史にとどまらず、ピアノ音楽史、ピアノ教育史、19世紀フ
ランス音楽史の構築に大きく寄与する研究であり、今後の関連研究に基礎資料を提供するものである。この
研究から浮かび上がってきたのは、論文では明示されていないが、ヒエラルキーの頂点にあった作曲科（ロ
ーマ大賞と声楽、とりわけオペラ）に対抗するために、純粋器楽の古典を打ち出したピアノ関係者の戦略、
という図式である。 
一方、論点が多岐にわたるため、残された課題も少なくない。何よりも、規則やレパートリーはデータ化
できるので検証しやすいが、それと実際の運用とはまた別であり、規則から得られる情報と運用の実態を同
一視はできないこと、規則の裏側を読み解く必要があるということについて、もっと反省的に考えるべきで
ある。パリ音楽院ピアノ科の実態がどれほど一般化できるか、どれほど特殊であるかを明らかにするために
は、欲を言えば、他科の状況や他国のコンセルヴァトワールとの比較もほしかったところである。音楽院へ
の保守性に対する批判を自明の前提としているところがあるが、はたして本当にそうだったのか、音楽院の
方針やマルモンテルの理論武装に対する社会的な反応や批判も含めて、新聞雑誌など音楽院外の言説をもっ
と検証すべきではなかったか。保守と革新の拮抗についても、ピアノ演奏にとって何が保守であり進歩であ
るかのもっと精密な定義が必要である。カノン化されたのが結局、主に独墺のジャンルや大家であったこと
は、第３部の美学的検証でも充分に説明がついておらず、19世紀フランスの文化史におけるナショナリズム
とコスモポリタニズムの葛藤をもふまえて、さらに考察する余地がある。 
以上のような問題点はあるが、全体の論述内容はそれらを補ってあまりあるものであり、国際的な水準の
優れた研究と言うことができる。よって合格とする。
